
うるおい環境とやま賞について

県民の景観に対する関心を高め、優れた景観づくりの取り組みを継承していくために、地域

の景観づくりのために配慮・工夫された建築物・工作物、景観が優れた生活空間や、景観づく

り活動に顕著な功績のあった団体等を表彰するもの。

１ 平成１９年度

(1) 募 集 平成１９年４月２０日～６月２９日

※募集パンフレット 6,000 枚（市町村、県出先機関、関係団体等）

※県のホームページ、新聞広告、パネル展示による広報

(2) 応募数 ４１件（建築物等３８件、活動３件）

(3) 景観賞選定部会による審査状況

第一次審査（書面審査） ： 平成 19 年 8 月 8 日～23 日

現地視察（第１回、２回選定部会）： 平成 19 年 9 月 28 日、10 月 16 日

最終審査（第 3 回選定部会） ： 平成 19 年 10 月 18 日（県庁 4 階大会議室）

(4) 表彰案件（詳細については別紙参照）

【土の賞】 富山県利賀芸術公園

【風の賞】 三芝硝材株式会社国吉工場

【水の賞】 本宮砂防えん堤（水辺の楽校プロジェクト）

【緑の賞】 稲荷公園

【緑の賞】 北日本新聞 創造の森 越中座

２ 平成２０年度

(1) 募 集 平成２０年４月２１日～６月３０日

(2) 応募数 ４０件（建築物等３７件、活動３件）

(3) ＰＲパネル展の実施状況

昨年度と同様に候補案件の募集および景観づくりへの意識高揚を図るため、１９年度

の受賞施設等のパネル展示を実施。

・ 展示期間 ５月１日（木）～６月３０日（月）

・ 展示箇所 ８箇所

①カモンパーク新湊 ②万葉の里 高岡 ③氷見の海鮮館 ④井波 創遊館

⑤グリーンパーク吉峰 ⑥ウェーブパーク滑川 ⑦魚の駅 生地 ⑧富山空港

３ 今後のスケジュール（案）

８月下旬～９月中旬 景観賞選定部会（現地審査２日程度で調整中）

１０月１０日（予定） 景観賞選定部会（最終審査）

１１月中旬 表彰式（富山県景観づくりフォーラム２００８）

資料５
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平成１９年度受賞

(1) 【土の賞】 富山県利賀芸術公園（南砺市）

(2) 【風の賞】 三芝硝材株式会社国吉工場（高岡市）

(3) 【水の賞】 本宮砂防えん堤（水辺の楽校プロジェクト）（富山市・立山町）

(4) 【緑の賞】 稲荷公園（富山市）

(5) 【緑の賞】 北日本新聞 創造の森 越中座（富山市）
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うるおい環境とやま賞について

１ 募集対象

Ａ：単体の建築物、土木施設、工作物等で、周辺や地域の景観づくりへの配慮・工夫が優れているもの

（例） 住宅、店舗、オフィスビル、公共施設、ベンチ、モニュメント

※完成後（または大規模な修景後）、周辺の景観となじむ十分な時間が経過しており、また、

原則として１０年以内のもの。

Ｂ： 複数の建築物等から成る生活空間や、意識的に景観づくりが行われた自然を中心とする環境で、景

観が優れているもの

（例） 通り、住宅団地、里山、棚田、海辺

Ｃ： 景観づくりの推進を目的とした個人または団体による活動で、顕著な功績があったもの

（例） 住民協定、景観づくり団体の活動、普及・啓発活動

２ 審査・選定

富山県景観審議会の景観賞選定部会が、景観条例の目的である「水と緑といのちが輝く景観づくり」に

資する案件を、以下の基準で審査し、選定する。

Ａ：形態、デザイン、色彩、緑化等の配慮・工夫により、周辺との調和や生き生きとした魅力などを生み

だし、周辺や地域の景観づくりに貢献していること。

（公共事業で整備したものは、民間のものより厳しい基準で審査する。）

Ｂ：その景観から、うるおいや安らぎ、洗練、地域の個性等による美しさが感じられること。

Ｃ：その活動が地域への愛情に基づくものであり、活動の期間、頻度、成果等を総合的に判断して、顕著

な貢献があったと認められること。

３ 表彰

県知事より、案件の所有者、設計者、施工者、管理者、活動者等に対し、案件の特徴に応じて、以下の

賞を授与する。受賞案件は広くＰＲする。

◇ 土の賞 （地域の歴史や文化、自然などを守り、生かした景観づくり）

◇ 風の賞 （現代的な要素や独創性など、新たな息吹を感じさせる景観づくり）

◇ 水の賞 （水を効果的に活用した景観づくり）

◇ 緑の賞 （花や緑を効果的に活用した景観づくり）

◇ 光の賞 （地域への愛情に基づいた景観づくり活動）

資料５（参考資料）
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